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はじめに

このたびは、 モトロ ー ラの急速充電器をお買いあげいただき、
まことにありがとうございます。
本柑は、 急速充電器(JMTN4011)の標準的な操作方法につい
て説明した取扱説明円です。 ご使用前に必ずお読みください。

●本文中のマ ー クの意味は次のようになっています。

△危険 この表示は「人が死亡または重傷を只う危険が芸し迫って生
じることが想定される内容」を示しています。

△警告 この表示は「人が死亡または重傷をRう可能性が想定される
内容」を示しています。

△注意 この表示は「人が障害を負う可能性が想定される内容や物的
損害の発生が想定される内容」を示しています。

お願い 性能を十分発揮できるように 、 お守りいただきたい訊項です。
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安全上のご注意

● 急速充電器(JMTN4011)をお使いいただく前に

安全で効率的な操作を行なう上で重要な情報です。 急速充電器
(JMTN4011)をご使用になる前に以下の注意をお読みください。

急速充電器(JMTN4011)を安全かつ効率的に操作するために、
以下の指針をお守りください。

口
誤った取扱いをすると充電器本体にセットしたパッテリ ー に、
発熱、 漏液、 破裂のおそれがあり、 危険です。 必ず、 下記の危
険事項およびご使用になるバッテリ ー の取扱説明柑をお読みに
なってからご使用ください。

◎ 充電する時には専用のバッテリ ー を使用してください。 専用
のバソテリ ー以外のものを充電しないでください。

◎ 高温になる場所（火の近く、 スト ー ブの近く、 炎天下など）
や引火性ガスの発生するような場所での充電および放四はし
ないでください。

◎ 充電する際、 バッテリ ー の端子をショ ートさせないでくださ
い。 持ち迎ぶ際や保管する際は、 金属片など端子が接触しな
いようにしてください。

◎ 充電器本体の背面が壁などに接触した状態で充電しないでく
ださい。 背面の端子や電源ケ ー ブルにストレスがたまり危険
です。

◎ 火災や感電、 故障の原因となりますので分解や改造は行なわ
ないでください。 また、 家庭用電源(AC1OOV)をご使用＜
ださし 'o

口
必ず、 下記の醤告事項をお読みになってからご使用ください。

◎ 爆発の危険性がある大気状態
爆発性ガスなど大気状態に爆発の危険性がともなう区域で
は、 充電器を使用しないでください。 また、 無線機のバッテ
リ ー 交換や充電器への電池の差し込みもしないでください。
充電器や無線機、 あるいはその付属品によりスパ ー クが発生
し爆発を誘発する危険性があります。
危険地域には石油コンビナ ート、 船舶のアンダ ー デッキ、 燃
料や化学物質の輸送· 貯蔵施設、 穀物や粉じん、 金屈粉など
の微粒子や化学物質が空中に含まれている区域などが含まれ
ます。
また、 充電器や無線機、 その付属品の四かれた車内に可燃性
の気体や液体、 あるいは爆発の危険性をもった物を載せて輸
送したり保管したりしないでください。

◎ その他の使用にあたって
直接水のかかる場所や、 湿気の多い場所で使用したり、 濡れ
た手で充電器をご使用になると、 故障の原因となる場合があ
ります。（雨天時、 降雪時、 海岸、 水辺などでの使用にはご
注意ください。）

◎ 医朋用および個人用電子機器への影密
医租用および個人用電子機器のほとんどは、 電磁波からシー

ルドされています。 ただし、 十分シー ルドされていない電子
機器については、 充電器からの電磁波の影梱を受ける場合が
ありますので充電などの操作を行わないでください。 詳しく
はそれぞれの製造メ ー カ ー および販売店にご確認ください。

◎ その他電子機器への影牲
正しく設置されていない、 また、 十分にシ ー ルドされていな
い自動車の電子操作系統や娯楽用機器など、 電磁波によって
影聡を受ける場合があります。 それぞれの販売メ ー カ ー また
＇
、
よ販売店に、 それらの設備が外部からの電磁波から適切に
ン ー ルドされているかどうかご確認ください。 また、 自動車
などに別途追加した設備についてもご確認ください。

◎ 充電器本体について
火災や感電、 故障の原因となりますので分解や改造を行わな
いでください。 また、 必ず家庭用電源(AC100V)をご使用
ください。

◎ バッテリ ー 漏液による人体への損侶
パッテリ ーの取扱いについては注意してください。 バッテリ ー

が捐傷したり漏液の兆候が見受けられる場合は、 充電、解析、
活性化などの作業をせずに必ず処分してください。 バッテリ ー

のセルには人体を損傷させる薬品が含まれています。薬品が人
体に 付泊した場合、 すみやかに水で洗い流してください。
洗い流しても異常が見られる場合はすみやかに医師の指示に
従ってください。また、 薬品が目に入った場合はすみやかに
水で洗い流し医師の指示に従ってください。

三
誤った取扱いをすると充電器本体およびセットしたバッテリ ー

に、 発熱、 漏液、 破裂のおそれがあり、 危険です。 必ず、 下記
の注意事項およびご使用になるバッテリ ーの取扱説明柑をお読
みになってからご使用ください。

◎ 異常に温度が高くなるところや、 直接水のかかる場所に放四
しないでください。変形や故障の原因になる場合があります。

◎ 直射日光のあたる場所（窓際など）や高温になる場所（自動
車内など）、 また、 極端な低温環境に充電器本体を匹かない
でください。変形や故節の原因となる場合があります。

◎ 本体内部の金屁端子に金屈片などが触れないようにしてくだ
さい。 ショ ートによる火災や故記の原因となる場合がありま
す。

◎ 強い衝撃をあたえたり、 投げつけたりしないでください。 故
障の原因となる場合があります。

◎ 移動や持ち運びの際、電源ケ ー ブルをつかまないでください。
接触不良の原因となる場合があります。

◎ 連結して使用できるのは6台までです。

◎ 充電器本体のコンセントに急速充電器(JMTN4011)以外の
接続をしないでください。

◎ 閉め切った室内に放岡するなど極端な高温や低温環境では、
バッテリ ー の性能が低下し正しい充電ができなくなります。
できるだけ、 室温(15℃-30℃)でご使用ください。

◎ 雪、 水、 雨水、 海水などが付滸した場合には、 そのまま放四
しないでください。

◎ 充霞を終えたバッテリ ー をすぐに使用しない場合には、 充電
器からバyテリ ーを外して湿気の少ない場所で保管してくだ
さい。

◆取扱い上のお願い

お願い

◎ 電源端子・充電端子をときどき乾いた綿棒などで、 清掃して
ください。 汚れていると接触不良の原因となる場合がありま
す。

◎ 充電器本体の溝掃の際は、 柔らかめの布に洗剤溶液（台所洗
剤と水を混ぜて作ったもの）を少凪つけて軽くこすってくだ
さい。 洗剤溶液清掃後は、 糸くずのつかない布できれいに拭
き取ってください。 また、 洗剤溶液がコネクタ付近、 または
溝や合わせ目に残らないように注意してください。

◎ 充電器本体を直接洗剤溶液の中に入れるようなことは絶対に
しないでください。

◎ 溶剤やアルコ ー ルなどで充電器本体を清掃すると、 充電器を
傷つけたり破損したりすることがあります。
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1 バソテリ ー を正しくお使いいただくを竺E」
｀ 

パッテリ ー をお使いいただく上で、
の正しい使用方法を解説します。

100%の性能を引き出すため

•バyテリ ー 接続時間
ハッテリ ーの接続時間については以下の動作状湘を基に計尊し
たもので、実際の使用状況によって変化します。 特に送信回数
が多くなると使用時間が短くなります。

パッテリ ー

1450mAh大容量ニッケル水素パッテリー

1500mAhリチウムイオンパッテリー

1550mAh大容温ニッケルカドミウムパッテリー

1900mAh特大容量ニッケル水粟パッテリ ー

1100mAh大容量リチウムイオンパッテリ ー

1500mAh特大容量リチウムイオンパッテリ ー

このとき次のような送受信の比率を想定しています
送信：受信：待ち受け受信の比率=5: 5: 90 

ロ ー バワ ー ハイパワ ー

約13時間 約9時間
約14時間 約10時間
約14時間 約10時間
約18時間 約12時間
約10時問 約8時間
約14時間 約11時間

●充放電寿命（使用環境で差がでます）
各パッテリ ーの充電および放電の繰り返し回数（サイクル）寿
命は次のとおりです。もし、1日数回充放電するような使い方を
される場合には、複数のバッテリ ー をお持ちになることをおす
すめします。

1450mAh大容fitニッケル水素パッテリー 約300回
1500mAhリチウムイオンパッテリー 約300回
1550mAh大容置ニッケルカドミウムパッテリ ー 約500回
1900mAh特大容足ニッケル水素パッテリ ー 約300回
1100mAh大容団リチウムイオンパッテリー 約300回
1500mAh特大容足リチウムイオンパッテリ ー 約300回

●メモリ ー効果の防止（ニッケルカドミウムIニッケル水素バッテリ ー）
メモリ ー 効果とはバッテリ ー を少ししか使わないで充電を何回
も繰り返すと、まれにバッテリ ーにくせがつき、たとえ容伍が
残っていても上記の使用状態をバ シテリ ー が記悦してしまうた
め、使用できる時問が短くなることを言います。これを防止す

るためにバッテリ ーの使用できる時間が短くなってきたら、「完
全充電から、バッテリ一切れのアラ ー ム音が鳴るまで完全に使
い切る」を数回行ってください。

●使用可能温度範囲
各バッテリ ーの使用温度範囲は以下のとおりです。0℃以下の低
温で使用される場合には、使用時間が短くなります。

1450mAh大容阻ニッケル水素パッテリー 5℃ -50℃ 
1500mAhリチウムイオンパッテリ ー 5℃ -so℃
1550mAh大容羅ニッケルカドミウムパッテリ ー ー10℃ -so℃
1900mAh特大容紐ニッケル水素パッテリー 5℃ -so℃
1100mAh大容蜃リチウムイオンパッテリー 5℃ -so℃
1500mAh特大容紐リチウムイオンパッテリ ー 5℃ -so℃

●過放電について
無線機の電源スイッチを切り忘れたまま長時間放四されますと
バッテリ ー が過放電となり、パッテリ ー の寿命が短くなる原因
となります。長時間ご使用にならないときや容菰が分からなく
なってきた場合には、必ず無線機の電源スイッチを切るかバッ
テリ ーを無線機から取り外してください。

●バッテリ ー の保存方法
室温で湿度の低い場所に保管してください。極端に高い温度に
なったり低い温度になる場所や湿度の高い場所には保管しない
でください。
完全充霞した場合でも長期問（約6ヶ月 以上）保管しておくと、
徐々に自然放電していきます。（月に20-30%自然放電をします。）
1年以上放四した場合使えなくなることがあります。

●バッテリ ー の廃棄方法
古くなったバッテリ ー を廃棄するときには、お買い上げの販売
店へご連絡ください。パッテリ ー をごみとして捨てると、環境
汚染の原因になります。

◎ 大切な資涼を守るため、 リサイクルにご協力ください。

充電方法
I 

バ号リ ーの残紐が少なくなったときは、以下の方法で充電し
てください。

ヽ疇家庭用(1OOV)から充電します。

1 無線機の電源が入っているときは、＜電源lボリュ ー ムスイッ
チ＞を “カチッ＂ と嗚るまで左（反時計回り）に回し、無線
機の電源を切ります。

2 充電器のケー ブルをACコンセントに差し込みます。

ー室温（ニッケルカドミウム／ニッケル水素バッテリ ー は
15℃ -30℃、リチウムイオンバッテリ ー は10℃-30℃)
で充電してください。バッテリ ー は温度センサ ー が内
蔵されています。凍結したり冷たくなった バッテリ ー

(10℃以下）または熱くなったパッテリ ー (40℃以上）
に対しては、すぐには充電を始めません。またエアコ
ン等の風が直接あたる場所は避けてください。充電時
問が長くなる場合があります。3時間以上赤ランプが点
灯している場合にはもう一度設四環境を確認し、差し
込み直してください。充電後パッテリ ー が暖かくなり
ますが、異常ではありません。

3 バJテリ ーを充電器に差し込みます。
バッテリ ーは無線機に取り付けたままでも、また無線機から
取り外した単独の状態でも充電できます。急速充電が始まる
と、充電ランプが赤く点灯します。

一
・充電器からバッテリ ーを引き抜く際、充電器本体を押さえな

がら引き抜いてください。

．充電ランプが赤く点減する場合は、もう一度各端子を確かめ、
差し込み直してください。充電ランプが橙色（スタンバイ）
になる場合は、バッテリ ー が冷えすぎていたり熱すぎます。
しばらくすると充電を開始しますのでそのままお待ちくださ
し‘

゜

充電器を使用中に、ラジオやテレビなどに雑音が入る場合に
は、充電器をラジオやテレビから離してください。

ヽ疇
6台まで連結し、バッテリ ー を同時に充電することができ
ます。

他の電気器具とは
接続できません。

他に同時に6台まで充電できる6連型急速充電器もあります。

il 

4 充電器のLED表示により充電の進み具合を確認することがで
きます。

LED表示 状況
緑点灯1回 充電器起動

赤点滅 充電不可
黄点滅 充電器充電待機

赤点灯 充電中
緑点減 約90%充電完了

緑点灯 充電完了

5 充電ランプが緑色に点灯すると、急速充電完了です。
充電ランプが緑点滅のときは、ト リクル充電（遅速充電）
状態になっています。

の

-充電ランプが赤色から緑色に切り替わった直後は、 バ

ッテリ ー 容趾の約80%しか充電されていません。さら
に4時間以上充電を続けると、完全に充電できます。
なお、充電ランプが赤色から緑色に切り替わる目安時
間は、下表の通りです。

バッテリー 充電時間
1450mAh大容菰ニッケル水素パッテリ ー 孫勺1a寺ra,

1500mAhリチウムイオンバッテリー 斎勺3a寺ra,
1550mAh大容凪ニッケルカドミウム バッテリ ー 約1時間

1900mAh特大容只ニッケル水素バッテリ ー 約1時問
1100mAh大容趾 リチウムイオンバッテリ ー 約3時間
1500mAh特大容凪リチウムイオンバッテリ ー 約3時間

“疇連続充電により充電器が少し暖まった状態で、次の空
のバッテリ ー を差し込んだ場合、まれに充電器の熱に
より急速充電がすぐに終ってしまうことがあります。
このような場合には、もう 一度差し込み直すか、いっ
たん充電器のコンセントを抜いてしばらく休止（約1時
問）させてください。
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